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1
今，

ビジネスの
世界は

驚
おどろ

きと感
か ん

動
ど う

がお客をつかむ

　今
こん

日
にち

の私
わたし

たちの社会は豊
ゆた

かになり，ものやサー

ビスがあふれています。しかし，その半
はん

面
めん

，どんなものを買っても，

また，どんなサービスを受けても，それほど大きな違
ちが

いがないこと

も多くあります。

　ですから，どれも同じだろうと思って買った商
しょう

品
ひん

が，びっくりす

るほど良いものであったときはとてもうれしくなります。また，泊
と

まったホテルのサービスが行
ゆ

き届
とど

いていて，心も体もゆっくり休
やす

め

たときは満
まん

足
ぞく

感
かん

でいっぱいになります。このようなとき，また同じ

ものを買おう，またこのホテルに泊まろうという気持ちになります。

　ものやサービスを提
てい

供
きょう

する企
き

業
ぎょう

は，お客の求めるものを提供しな

いと，たちまち競
きょう

争
そう

に敗
やぶ

れてしまいます。そこで企業は，お客の求

めるものを調
ちょう

査
さ

したり，売
う

り方
かた

を工
く

夫
ふう

したり，お客のハートをつか

むためにさまざまな活動をします。この活動を通
つう

じてお客を満足さ

せ，ものやサービスによって驚きと感動を与
あた

えることができれば，

そのお客はその企業のファンになります。

　このように，顧客満足の実
じつ

現
げん

がビジネスの世界では重
じゅう

要
よう

です。で

すから，お客の視
し

点
てん

に立って，そのニーズを適
てき

切
せつ

にとらえる能
のう

力
りょく

を

身につけることが必
ひつ

要
よう

になります。そのために商
しょう

業
ぎょう

を学ぶのです。

▲

p.124

Work

品やサービスで，人に
おすすめしたいと思っ
たものは何です
か。

最
さい

近
きん

購
こう

入
にゅう

した商
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Scene1　驚きと感動がお客をつか
む
・�生徒自身の経験から，ものやサー
ビスによって驚いたり感動したり
した例を挙げさせる。

・�教科書の本文を活用してまとめる。
Scene2　企業と社会を成長させる
・�日本が直面している解決しなけれ
ばならない問題について挙げさせ
る。

・�教科書の本文を活用してまとめる。

解説❶  Scene1
Scene1の本文およびイラストを通
して，顧客満足の実現がビジネスの
世界では大切であることに気づかせ
たい。イラストの顧客の表情にも注
目させ，左図ではあまり期待してい
なかったものが予想以上によかった
時の驚き，右図では顧客も従業員も
ともに笑顔である点に気づかせる。
この時点ではマーケティングという
用語は出さなくてもよいが，顧客満
足の実現のために，それぞれの企業
が切磋琢磨していることを理解させ
る。

＋Workの実習例 
驚くほどおいしかったコンビニス
イーツ。軽くて走りやすいスニー
カー。家族で誕生日に訪れたお店で
のケーキのサービス。など。

授業の展開例 

10

板
書
例

Scene1　驚きと感動がお客をつかむ
Q．どんな商品やサービスに感動したか？
　（生徒から出た意見を書き出す）

　⇒共通する要素はあるか？

　企業は顧客満足の実現を目指して活動
　　　　　⇒お客のニーズをつかむ必要がある　

イ
ラ
ス
ト
の
顧
客
や
従
業
員

の
表
情
に
も
注
目
さ
せ
る
。

POINT
1

解説❶
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企業と社会を成長させる

　今日の日本は豊かになった一
いっ

方
ぽう

で，少
しょう

子
し

高
こう

齢
れい

化
か

 

にともなう労
ろう

働
どう

力
りょく

や購
こう

買
ばい

力
りょく

の低
てい

下
か

が進み，大きな経
けい

済
ざい

成長は実現し

にくくなっています。また，新しい技術やサービスが私たちの生活

や企業を取り巻
ま

く環
かん

境
きょう

を日
ひ

々
び

変化させています。このようなビジネ

スの世界で，企業が成長，存
そん

続
ぞく

していくためには，働
はたら

く人を適切に

配
はい

置
ち

して働きやすい職
しょく

場
ば

をつくったり，設
せつ

備
び

，資
し

金
きん

，情
じょう

報
ほう

などを適

切に組み合わせたりして，変化に対
たい

応
おう

していかなければなりません。

そして，社会に貢
こう

献
けん

しようとする姿
し

勢
せい

も必要です。

　ビジネスの世界は，国
こっ

境
きょう

がないと言えるくらいグローバル化が進

んでいます。さまざまな場
ば

面
めん

で，外
がい

国
こく

の企業や外国人
じん

と直
ちょく

接
せつ

的
てき

，間
かん

接
せつ

的
てき

に関
かか

わることになります。

　競争相手が増える一方で，国
こく

外
がい

に多くの消
しょう

費
ひ

者
しゃ

や労働者がいると

考えることもできます。そのため，企業の活動も国
こく

内
ない

だけに目を向

けるのではなく，地
ち

球
きゅう

規
き

模
ぼ

で考える視点を持たなければなりません。

　社会の発
はっ

展
てん

のためには，経済の動きを理解して企業が社会におよ

ぼす影
えい

響
きょう

に責
せき

任
にん

を持ち，法
ほう

規
き

に基
もと

づいてビジネスを展
てん

開
かい

する能力や

姿勢を身につけなければなりません。そのために商業を学ぶのです。

▲

p.34

▲

p.28

Work

ローバル化を意
い

識
しき

する
のは，どのよう
なときですか。

普
ふ

段
だん

の生活でグ

1

○○銀行
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発問例 
Ｑ①世界中の国の中で，日本や日本
の企業は今どのような位置にいると
思うか。
Ａ①悪くない位置にいると思う。中
国やアメリカに押されていると思
う。日本製の商品は評判がいいと思
う。存在感がない。など。
Ｑ②日本企業で世界でも有名な企業
はどこか。
Ａ②SONY。トヨタ自動車。任天堂。
パナソニック。日産自動車。キヤノ
ン。など。
Ｑ③行ってみたい国やこれから発展
しそうな国はどこか。なぜそう思う
のか。
Ａ③さまざまな国。できればなぜそ
う思うのかを聞く。
Ｑ④日本の社会で解決すべき問題と
なっていることにはどのようなこと
があるか。
Ａ④少子高齢化。労働力不足。ＩＴ
の今後。外国人労働者との協働。環
境問題。貧困。など。

⇒発問については，社会の課題につ
いてはなかなか挙がらない可能性が
あるので，生徒が答えやすいものを
組み合わせて発問する。

解説❷  Scene2
Scene2の本文やイラストを通して，
企業を取り巻く環境や，外国人は顧
客としてだけでなく，一緒に働く仲
間としても関わる存在であることに
気づかせる。また，社会の変化にビ
ジネスの世界は影響を受けるととも
に，ビジネスが社会を発展させるこ
とに気づかせたい。

＋Workの実習例 
コンビニやファストフード店，アパ
レル店など，様々なお店で外国人の
店員さんと接するとき。多くの外国
人観光客を見かけるとき。洋服や雑
貨などの生産国が外国のときなど。

板
書
例

Scene ２　企業と社会を成長させる
Q．企業や社会が成長するためには？
・日本や日本企業の状況はどうか？
・日本が抱える解決すべき課題はなにか？

少子高齢化，労働力や購買力の低下，環境問題，グローバル化など

　企業の成長，存続には
　　⇒変化に対応する姿勢，社会貢献の姿勢が必要
　社会の発展には
　　⇒経済の動きを理解し，法規に基づいてビジネスを展開する姿勢が必要

社
会
の
発
展
の
た
め
に
，
経
済
の
動
き
を
理
解
し
た
り
，
社
会
に
貢
献
し

た
り
し
よ
う
と
す
る
姿
勢
が
ビ
ジ
ネ
ス
で
は
大
切
な
こ
と
に
気
づ
か
せ
る
。

POINT
2

解説❷
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企
き

業
ぎょう

の成
せ い

績
せ き

を数字で示
し め

す

　ビジネスの世界における企業の活動は，とても

幅
はば

広
ひろ

く複
ふく

雑
ざつ

です。ですから，企業の活動が，順
じゅん

調
ちょう

なのか不
ふ

調
ちょう

なのか

など，活動の状
じょう

況
きょう

をいつも知っておく必
ひつ

要
よう

があります。そうしなけ

れば，変化の激
はげ

しいビジネスの世界では，企業の経
けい

営
えい

はうまくいき

ません。また，株
かぶ

主
ぬし

や銀
ぎん

行
こう

などから受け取った経営のための資
し

金
きん

を，

どのように活
かつ

用
よう

して，どれだけ利
り

益
えき

を得
え

たのかなどについても，企

業は公
こう

開
かい

，報
ほう

告
こく

しなければなりません。

　そこで，企業の活動を一
いっ

定
てい

のルールに従
したが

って，記
き

録
ろく

し，報告する

技術が必要となります。その技術が会
かい

計
けい

です。会計は，ビジネスの

世界では企業の活動を映
うつ

し出すビジネス言
げん

語
ご

といわれ，ビジネスの

世界に生きる人々の共
きょう

通
つう

言語となっています。

　多くのライバル企業が存
そん

在
ざい

し，変化の激しいビジネスの世界のな

かで，企業の経営を順調に進めるためには，積
せっ

極
きょく

的
てき

に会計を利
り

用
よう

し，

さらに会計情
じょう

報
ほう

を広く提
てい

供
きょう

する能
のう

力
りょく

を身につけることが必要です。

そのために商
しょう

業
ぎょう

を学ぶのです。

▲

p.128

▲

p.130Work

まくいっているかどう
かは，何で判

はん

断
だん

すると
思いますか。

企業の活動がう

売 上 原 価
給 料
広 告 料
貸倒引当金繰入
保 険 料
支 払 家 賃
減 価 償 却 費
通 信 費
雑 費
有価証券評価損
当 期 純 利 益

売 上 高
受 取 地 代
受 取 利 息
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損 益 計 算 書

費  用

関東商店 （単位：円）令和○年 1月 1日から令和○年 12 月 31 日まで

金  額 収  益 金  額

現 金
当 座 預 金
売 掛 金

有 価 証 券
商 品
貸 付 金
貯 蔵 品
前払保険料
未 収 利 息
備 品

土 地

買 掛 金
前 受 地 代
未 払 家 賃
資 本 金
当期純利益

　貸倒引当金

　
　減価償却累計額
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令和○年 12 月 31 日
貸 借 対 照 表

資 　 産

関東商店 （単位：円）

金  額 負債および純資産 金  額
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Scene3　企業の成績を数字で示す
・�科目「簿記」と関連させて導入と
する。「簿記」も学び始めたばかり�
なので，教科書の内容を簡単に解
説する。

Scene4　ＩＣＴがビジネスを変える
・�生徒が身近に接しているＩＣＴに
ついて例を挙げさせる。

・�企業にとってＩＣＴの高度化がど
のようにビジネスを変えるのかに
ついて簡単に解説する。

発問例 
Ｑ①お店を経営する時に，記録を残
さなかったら，どうなるか。
Ａ①いくら売れたかが正確にわから
ない。お釣りを間違えても気づかな
い。どんな注文を受けたか忘れてし
まう。など。
⇒経営活動を記録することが簿記だ
ということを確認する。
Ｑ②クラスのみんなから集めたお金
で，レクリエーションの材料や景品
を買った場合，その後どうするか。
Ａ②お店でレシートや領収書をもら
い，それをクラスの人に報告し，お
つりがあったら戻す。
⇒預かったお金などをどう使ったか
を報告するのが「会計報告」だとい
うことを確認する。

解説❶  ビジネス言語
企業の経営活動は簿記のルールで記
録され，会計のルールで報告される。
したがって，記録された帳簿および
報告された財務諸表には，企業の経
営活動が映し出されている。
教科書では，会計＝ビジネス言語と
述べているが，財務会計Ⅰを学習し
ていない段階では，簿記＝ビジネス
言語にした方が，生徒の理解は容易
になる。

＋Workの実習例 
売上，利益，給与，離職率，企業の
活動範囲，社会貢献への取り組み，
など。

授業の展開例 

12

板
書
例

Scene3　企業の成績を数字で示す
Ｑ．企業の成績はどのように評価するのか？
・評価するための資料は何か

・資料を得るにはどうするか
　　　⇒記録する　
　　　　簿記：企業の活動を一定のルールに従って，記録する技術
　　　　　　　　　＝「ビジネス言語」
　　　⇒報告する：会計報告

簿
記
の
授
業
な
ど
と
関
連
さ

せ
つ
つ
も
，深
入
り
し
な
い
。

POINT
1

解説❶
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I
アイ

C
シー

T
ティー

がビジネスを変える

　ビジネスの世界では，企業のコンピュータと個
こ

人
じん

のパソコンやスマートフォンなどがネットワークでつながり，情

報のやりとりが行
おこな

われています。そして，ICT（情報通
つう

信
しん

技術）の

高
こう

度
ど

化
か

がビジネスの世界を飛
ひ

躍
やく

的
てき

に変えています。

　ネットショッピングでは，実
じっ

店
てん

舗
ぽ

に足を運ばなくても，いつでも

どこからでも商
しょう

品
ひん

を購
こう

入
にゅう

できます。購入履
り

歴
れき

をもとに，自分に合っ

た商品も勧
すす

めてくれます。このように，ネットショッピングはお客

にとって便
べん

利
り

なだけでなく，企業にとっても，出
しゅっ

店
てん

費
ひ

用
よう

が少なくて

済
す

む，商
しょう

圏
けん

が広がるなどの利
り

点
てん

があります。また，ICTを利用する

ことで，場
ば

所
しょ

を選ばずに仕事をすることも可
か

能
のう

になり，働
はたら

き方
かた

も変
か

わってきました。

　日
にち

常
じょう

生活も ICT の高度化によって変わっています。家
か

電
でん

がイン

ターネットにつながり，スマートフォンや音
おん

声
せい

で操
そう

作
さ

できるように

なりました。また，資
し

産
さん

運
うん

用
よう

の知
ち

識
しき

がなくても，A
エー

I
アイ

（人
じん

工
こう

知
ち

能
のう

）を

活用して，少
しょう

額
がく

の資金で資産を運用できるサービスもあります。

　今
こん

日
にち

のビジネスの世界では，ICTをいかに活用するかが，ビジネ

スの成長を大きく左
さ

右
ゆう

します。ですから，私
わたし

たちは，ビジネスの世

界で生きるためにコンピュータや情報通信ネットワークを使い，情

報を適
てき

切
せつ

に処
しょ

理
り

し活用する能力を身につけておかなければなりませ

ん。そのために商業を学ぶのです。

▲

p.27

Work

るまでの間
あいだ

に，スマー
トフォンをどれくらい
使っていますか。もし
なかったら，どんなこ
とで困

こま

りますか。

朝
あさ

起きてから寝
ね

1

ピッ
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＋Workの実習例 
１時間以内，２時間以内，３時間以
内，３時間以上，それぞれの時間帯
で手を挙げさせる。
スマートフォンがなければ，連絡，
ＳＮＳ，写真や動画を撮る，動画を
見る，調べもの，音楽を聴く，ゲーム，
代金を払う，などができなくなる。
スマートフォンの利用により，どの
ようなメリットがあるかを考えさせ
る。

解説❷  ＩＣＴ（情報通信技術）
ＩＣＴとは，「Information and 
Communication Technology」の
略称であり，コンピュータを単独で
使うだけでなく，ネットワークを活
用して情報を共有することも含めた
幅広い言葉である。
企業内では，ＩＣＴの活用により，
社内外でのコミュニケーションがと
りやすくなり，テレワークなどが可
能となっている。また，顧客対応
においても，人が対応しなくても，
24時間，場所や時間を問わず，受
発注が可能になることで，ビジネス
の機会が広がったり，ＡＩやロボッ
トなどの普及により業務が自動化さ
れたりしている。
また，ＩＣＴを活用した新たなサー
ビスを消費者に対して提供してい
る。

13

板
書
例

Scene4　ＩＣＴがビジネスを変える
Ｑ．ＩＣＴ（情報通信技術）の活用が生活やビジネスをどう変えるか？
　
消費者は？
　　・情報をすぐに手に入れられる
　　・時間や場所を選ばずに買い物ができたり，さまざまなサービスを受けられたりする

企業は？
　　・業務の省力化
　　・働き方の多様化
　　・新たなビジネスの展開

Ｉ
Ｃ
Ｔ
の
高
度
化
は
，消
費
者
に
と
っ
て
だ
け
で
な
く
，

企
業
に
と
っ
て
も
利
点
が
あ
る
こ
と
に
気
づ
か
せ
る
。

POINT
2

解説❷




